
西
方
ア
ツ
ア
に
於
ゆ
り
ろ
考
古
學
的
活
動

飾
二
十
ご
巻
第
一
號
　
　
凱
九
四

西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動

（
上
）

一
九
ご
＝
年
－
一
九
三
四
年

禰

津

正

士」巳、

妻
壁
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ

　
一
　
ス
メ
ル
の
國

　
2
ア
ソ
カ
ド
の
國

狂
ア
ツ
シ
ザ
や

頂
イ
　
　
ラ
　
　
ン

国
画
ア
ツ
ア

平
シ
　
　
リ
　
　
ャ

W
フ
エ
ニ
シ
や

皿
パ
レ
ス
チ
ナ

彊
キ
プ
ル
ス

、K
結
　
　
　
　
び

　
大
戦
後
、
委
任
統
治
が
行
は
れ
る
や
、
シ
リ
ヤ
に
於
て
は
フ
ラ

ン
ス
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
と
イ
ラ
ク
で
は
イ
ギ
リ
ズ
の
考
古
學
的

研
究
が
展
開
さ
れ
、
從
來
困
難
な
り
し
地
方
も
容
易
に
探
究
せ
ら

れ
、
蟻
封
し
て
み
た
國
々
に
於
て
も
今
日
で
は
探
瞼
が
行
は
れ

て
る
る
。
考
古
學
者
は
新
た
に
改
良
さ
れ
た
技
術
を
使
っ
て
組
織

的
に
研
究
に
着
手
し
、
亭
主
を
す
っ
か
り
掘
写
し
て
、
遺
物
許
り

で
な
く
薫
化
全
艦
を
知
ら
う
と
努
め
て
み
る
。
こ
の
組
織
的
に
し

て
執
拗
な
努
力
は
、
豫
期
以
上
の
数
果
を
あ
け
、
歴
史
は
そ
の
面
貌

を
瓶
た
に
し
、
原
史
時
代
は
思
ひ
が
け
ぬ
庭
か
ら
始
ま
る
こ
と
に

な
っ
た
。
原
史
は
第
四
千
年
と
第
五
千
年
の
間
に
置
か
れ
、
書
か

れ
た
る
歴
史
の
時
代
は
、
ビ
ブ
ロ
ス
、
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
、
ウ
ル

そ
し
て
マ
リ
の
諸
都
市
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
ス
メ
ル
人
、

セ
ム
入
、
す
べ
て
の
入
類
は
最
近
十
五
ク
年
の
壷
掘
の
結
果
新
し

い
生
命
を
ふ
き
こ
ま
れ
た
。

　
西
方
ア
ジ
ア
（
叉
は
近
東
）
に
お
け
る
一
九
三
一
年
以
來
の
考
古

學
心
嚢
掘
は
、
近
時
盆
々
隆
盛
と
な
り
、
そ
の
報
告
も
亦
机
上
山

を
な
す
底
の
盛
況
で
あ
る
。
入
類
の
文
明
起
源
地
と
し
て
の
西
方

ア
ジ
ア
の
意
義
・
儂
値
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
著
大
で
あ
る
が
、
不

幸
に
し
て
わ
が
畢
界
に
報
ぜ
ら
れ
る
庭
、
殆
ど
希
で
あ
る
。
い
ま
ア
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ン
じ
．
パ
。
の
謎
東
に
於
け
る
考
墓
的
活
着
・
ポ
ノ

オ
博
士
の
「
西
方
ア
ジ
ア
の
畿
掘
、
ご
九
三
一
年
乃
至
一
九
三
三

編
同
じ
く
コ
九
三
三
年
乃
至
五
一
西
磐
も
・
に
し
て
、

西
方
ア
ジ
ア
に
お
け
る
考
古
學
的
活
動
の
概
況
、
な
ら
び
に
そ
の

報
告
文
獣
を
紹
介
し
、
學
徒
の
参
考
に
供
し
た
い
。

　
　
①
レ
巳
み
団
曽
霞
g
鱒
U
、
碧
号
ま
貧
。
ま
9
・
c
q
5
鐸
ω
岱
毒
紛
一
。
男
層
。
、

　
　
　
　
。
冨
6
嵩
窪
肯
（
》
ゆ
聲
Φ
号
切
跨
尺
償
》
。
。
舅
5
μ
①
盟
・
θ
＜
目
H
一
名
9

　
　
　
　
H
＜
．
H
O
9
9
轟
．

　
　
②
　
9
0
§
釜
】
碧
”
幕
m
男
。
雷
圃
濠
・
・
Φ
富
髪
冨
○
。
。
箆
甦
μ
什
騨
一
。
留
目
8
H

　
　
　
　
ン
ぢ
ω
ω
（
閑
Φ
〈
器
貧
。
ま
2
0
臓
ρ
器
・
6
・
目
H
・
お
零
）

　
　
③
9
0
9
膏
”
琵
二
目
。
ω
男
象
一
箒
。
。
g
掛
。
。
即
。
0
8
三
二
欝
ド
｝
Φ
ぢ
い
や

　
　
　
　
お
零
（
労
の
く
戸
δ
霞
。
冨
。
四
〇
σ
q
圃
ρ
乞
・
H
一
く
・
お
ω
い
）

　
一
九
三
一
年
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
藪
に
詳
蓮
を
さ
け
る

。
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
左
の
諸
山
久
獣
…
。
か
聯
弘
へ
、
－
り
れ
る
。

　
菊
8
0
嵩
。
⇔
昏
。
粟
8
＜
暮
【
o
華
言
ζ
呂
創
β
ユ
轟
夢
Φ
。
。
①
霧
。
髪

謹
㌣
。
。
。
し
り
q
。
。
虫
9
・
巳
δ
・
。
T
。
。
P
（
イ
ラ
ク
國
政
府
文
部
霧

考
士
口
窄
肺
、
バ
グ
ダ
ー
ド
一
九
三
三
年
刊
一
）

　
｝
．
踏
』
§
ω
邑
・
誤
・
9
δ
切
話
H
曇
ぎ
8
（
シ
カ
ゴ
東
洋
研

究
所
、
一
九
三
三
年
刊
）

　
　
　
一
　
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
（
イ
ラ
ク
園
）

西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
頬
側
勤

ー
ス
メ
ー
ル
の
國

　
こ
の
國
は
低
地
で
、
エ
リ
ド
、
ウ
ル
、
ラ
ガ
シ
、
ラ
ル
ザ
、
エ

レ
ク
、
シ
ユ
ル
パ
ク
の
諸
都
市
が
薄
葉
を
雫
つ
た
國
で
あ
っ
た
。

同
時
に
感
懐
丈
字
・
彫
像
・
金
銀
細
工
を
以
て
、
「
ス
メ
ル
」
文
明

の
中
心
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
春
に
は
、
ラ
ガ
シ
と
ラ
ル
ザ
で
フ

ラ
ン
ス
、
エ
レ
ク
で
ド
イ
ツ
、
ウ
ル
で
英
米
探
険
隊
が
活
動
を
し

た
。　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ウ
ル
及
び
こ
れ
に
近
く
存
在
す
る
黒
ル
・
オ
ベ
イ
ド
の
獲
掘
で
、

英
米
（
大
英
博
物
館
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
大
迫
）
探
険
隙
は
教
の

事
實
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
は
ち
、
ウ
ル
に
於
け
る
第
一
王
朝

よ
り
古
い
『
諸
王
の
墓
』
の
時
代
以
前
に
、
す
で
に
ス
メ
ル
に
は
一

つ
の
長
い
文
化
の
時
代
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
土
器
は
出
線
色

で
、
所
謂
エ
ル
・
オ
ベ
イ
ド
土
器
と
毒
す
る
最
も
幾
何
學
的
な
意

匠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
雷
は
れ
て
る
る
。

　
　
④
ρ
じ
考
。
名
。
質
を
ゑ
臼
潜
門
δ
m
旨
。
昌
触
β
騨
一
〇
。
『
お
ω
ニ
ワ

　
　
　
　
い
お
＆
。
。
♂
O
。
『
お
ω
い
も
●
ω
い
い
凸
O
碧
○
。
〔
・
お
出
も
・
ω
鴇
，
ω
。
。
ω
・

　
　
　
　
口
［
O
冨
ロ
O
訂
’

　
　
⑤
墨
罰
国
農
卿
ρ
い
ノ
＜
。
。
ご
。
質
d
弓
。
ズ
。
p
ぐ
該
。
鼻
H

　
　
　
　
＞
γ
d
σ
玖
岱
．
○
暁
。
戦
負
目
ゆ
N
ツ

　
　
　
　
　
　
　
篁
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
一
九
五
、
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、
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
宵
學
的
活
動

　
最
近
で
も
な
ほ
ウ
リ
イ
隊
長
は
、
右
爾
地
の
朝
影
三
韓
掘
を
つ

づ
け
て
み
る
。
一
九
三
〇
年
か
ら
一
一
＝
年
に
か
け
て
、
（
一
）
盗
掘

さ
れ
て
は
み
る
が
デ
ユ
ン
ヂ
の
理
趣
建
造
物
の
想
見
（
墨
筆
二
十

四
世
紀
）
、
こ
の
建
物
は
宮
殿
で
は
な
く
て
全
く
住
居
の
プ
ラ
ン
で

造
ら
れ
て
み
る
。
（
二
）
町
の
南
東
に
あ
た
っ
て
、
ラ
ル
サ
期
（
前

第
二
＋
一
世
紀
）
の
一
簸
に
、
家
や
店
が
現
れ
た
。
（
三
）
前
第
六

世
紀
の
ナ
ボ
ン
デ
ィ
宮
の
七
並
を
撒
へ
る
こ
と
が
出
來
、
ウ
ル
の

町
は
ス
メ
ル
最
大
の
首
府
の
一
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
一
九
三
｝
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
お
い
て
は
、
（
一
）
史
前
墓
地

と
ブ
ル
・
シ
ン
の
墓
と
の
間
に
、
ウ
ル
（
エ
ル
・
ム
ゲ
ル
）
の
第
二
王

覇
の
墓
が
撃
茎
さ
れ
、
こ
の
屠
に
お
い
て
、
モ
ヘ
ン
ヂ
ヲ
ダ
ロ
型

の
印
章
が
得
ら
れ
、
か
つ
諸
嚢
見
物
の
様
式
は
こ
の
墓
を
以
て
前

第
二
十
八
世
紀
頃
に
矯
す
る
も
の
と
認
め
し
め
る
。
（
二
）
ヂ
キ
ユ

ラ
の
北
東
に
近
い
所
か
ら
、
第
一
王
朝
の
石
灰
石
の
建
物
の
遣
跡

が
再
建
さ
れ
て
る
た
。
こ
の
下
層
に
は
、
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ

ル
期
の
特
徴
た
る
「
煉
魂
」
建
物
と
ウ
ル
ク
第
四
層
の
殿
堂
が
あ

っ
た
ゆ
ウ
ル
と
ウ
ル
ク
の
爾
墨
黒
に
お
け
る
こ
の
居
の
絶
謝
的
な

一
致
は
注
意
さ
る
難
き
で
あ
る
。
（
三
）
ヂ
カ
ラ
頂
上
の
土
掘
は
ウ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
霧
一
　
第
一
號
　
　
　
一
九
山
ハ

ル
の
第
三
王
朝
時
代
頃
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
復
蕾
説
を
攣
へ
さ
せ

る
で
あ
ら
う
。
エ
ル
・
オ
ベ
イ
ド
で
は
、
第
一
王
朝
時
代
の
建
物

の
基
礎
下
に
位
す
る
一
建
物
の
残
部
と
、
次
に
第
一
王
朝
に
先
ん

ず
る
時
期
の
特
徴
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
壁
に
モ
ザ
イ
ッ
ク
を
す

る
た
め
に
用
ひ
ら
れ
た
多
量
の
陶
土
圓
錐
が
、
新
土
質
調
査
で
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

　
一
九
三
二
年
一
三
三
年
、
主
と
し
て
ヂ
カ
ラ
の
北
西
及
び
南
東

に
位
す
る
建
物
の
研
究
が
行
は
れ
、
就
中
、
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

ル
期
の
墳
墓
の
間
で
、
丁
度
王
の
墓
地
の
下
に
お
い
て
、
古
代
印

鑑
や
獅
子
・
牡
牛
の
横
顔
の
彫
っ
て
あ
る
石
灰
器
物
が
出
た
。
普

通
こ
の
器
物
は
も
っ
と
新
し
い
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
古
代
の
ウ
ル
ク
（
エ
レ
ク
）
で
あ
る
ワ
ル
カ
で
は
、
爽
掘
は
最

初
ヨ
ル
ダ
ン
博
士
が
指
揮
し
た
が
、
今
日
で
は
イ
ラ
ク
考
古
局
長

ネ
ル
デ
ケ
博
士
が
代
り
、
凡
そ
三
チ
年
頃
と
謂
は
れ
て
る
る
ウ
ル

の
第
一
王
朝
の
下
位
決
定
を
目
的
と
し
て
み
る
。
表
面
か
ら
下
へ

次
の
諸
居
が
明
ら
か
と
な
っ
た
、
第
一
暦
f
非
常
に
破
壊
し
て

　
　
プ
ラ
ン
コ
ン
ヴ
エ
ク
ツ
ス

み
る
が
牟
李
牟
凸
の
煉
瓦
製
の
建
物
と
モ
ザ
イ
ッ
ク
用
の
圓
錐
。

第
二
・
三
層
一
書
い
濫
土
居
中
の
書
展
葬
屍
艦
（
こ
の
棺
台
で
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焼
か
れ
た
）
の
地
下
墓
地
。
「
小
煉
瓦
」
、
ヂ
エ
ム
デ
ヅ
ト
・
ナ
ズ
ル
型

の
印
鑑
跡
あ
る
六
十
分
法
の
あ
る
牟
注
解
漢
土
板
。
第
四
暦
一

三
煉
瓦
造
り
の
一
紳
殿
戴
跡
、
そ
の
壁
は
「
赤
い
紳
殿
」
の
名
あ

る
彩
色
石
膏
で
囲
障
て
る
る
。
こ
の
外
モ
ザ
イ
ッ
ク
用
翻
錐
、
非

常
に
美
し
い
ス
タ
イ
ル
の
圓
筒
形
の
痕
跡
、
六
十
分
法
の
あ
る
圖

解
同
土
板
。
第
五
暦
一
石
灰
石
を
礎
石
と
す
る
蝋
紳
殿
遺
功
、

一
圓
筒
形
の
直
恨
跡
一
つ
だ
け
O
第
六
暦
1
「
轟
口
い
紬
…
殿
」
と
緬
帯
す

る
一
紳
殿
と
、
こ
れ
を
支
へ
て
る
る
ヂ
カ
ラ
の
遺
赴
。
こ
の
暦
か

ら
最
低
の
と
こ
ろ
ま
で
に
か
け
て
、
十
二
暦
よ
り
成
る
重
な
り
合

っ
た
建
物
の
跡
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
購
○
の
三
三
に
、
エ
ル
・

オ
ベ
イ
ド
型
の
土
器
が
現
れ
、
こ
の
黙
か
ら
＋
メ
ー
ト
ル
五
〇
の

と
こ
ろ
で
銅
器
が
一
見
さ
れ
た
。
第
三
暦
の
土
器
は
ヂ
エ
ム
デ
ツ

ト
。
ナ
ズ
ル
型
で
あ
る
。
ワ
ル
カ
獲
掘
中
の
最
大
興
味
は
、
第
四

期
（
エ
ル
・
オ
ベ
イ
ド
）
と
第
五
（
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
）
と
の

問
に
、
給
の
な
い
磨
研
赤
色
土
器
が
三
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
土
器
は
二
つ
の
三
代
を
眞
二
っ
に
限
切
っ
て
み
る
。

　
　
⑥
『
●
回
。
ム
9
『
辱
。
・
8
『
く
9
舳
智
8
。
桟
切
民
9
；
9
層
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・
〈
象
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興

　
　
　
　
裟
9
σ
q
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⑦
同
器
9
p
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U
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9
①
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9
口
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二
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Q
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①
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冒
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一

酉
方
ア
ツ
ア
に
於
け
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考
古
素
的
活
勤

　
　
　
　
N
を
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詳
説
》
鬼
ρ
切
①
島
σ
．
お
ω
肖
一
り
蜂
8
5
倶
9
國
醇
一
ぎ
ぢ
ω
い
㌦

　
　
　
　
U
唇
》
ヨ
。
㌶
屠
9
留
冨
●
ぐ
博
o
H
冨
「
簿
ρ
b
づ
¢
島
霞
㊨
窓
．

　
テ
臨
の
獲
掘
は
元
來
フ
ラ
ン
ス
入
の
仕
事
で
、
一
八
七
七
年
バ

ス
ラ
駐
在
佛
副
領
事
ド
・
サ
ル
ゼ
ツ
ク
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
｝

九
〇
三
年
ク
ロ
大
尉
が
う
け
つ
ぎ
、
哨
九
工
八
年
に
ド
・
ヂ
ユ
ヌ

イ
ヤ
ツ
ク
が
再
開
し
，
次
で
「
九
三
一
年
か
ら
は
パ
三
三
が
指
揮

　
　
　
⑦

し
て
み
る
。
　
「
九
三
三
年
春
に
第
二
十
回
嚢
掘
φ
望
以
て
完
了
し

た
。
…
九
三
二
年
に
は
、
荒
ら
さ
れ
て
は
み
る
が
グ
デ
ア
の
息
子

ウ
ル
・
ニ
ン
ヂ
ル
ス
ユ
の
時
代
に
遡
る
肚
大
な
四
つ
の
墳
墓
が
登

掘
さ
れ
た
。
ウ
ル
に
於
け
る
デ
ユ
ン
ゼ
や
そ
の
繊
承
者
等
の
亘
石

記
念
物
を
思
は
せ
る
美
し
い
建
物
た
る
こ
の
墓
は
、
二
群
よ
り
成

り
、
且
そ
れ
ぞ
れ
の
群
は
そ
の
端
に
於
て
、
旧
い
ア
ー
チ
形
の
壁

で
仕
切
ら
れ
、
雨
群
は
二
つ
の
壁
の
間
に
一
三
を
お
い
て
、
背
中

合
せ
に
な
っ
て
み
る
。
こ
の
旧
地
で
は
葬
式
が
行
は
れ
、
多
撒
の

供
へ
物
が
三
見
さ
れ
た
。
最
近
の
獲
掘
中
で
素
晴
し
い
こ
と
は
、
．

テ
ロ
に
於
て
、
エ
ル
・
オ
ベ
イ
ド
型
土
器
包
含
暦
を
再
び
見
つ
け

た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
土
器
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
全
て
の
造
跡
で

は
深
さ
を
評
す
に
つ
れ
て
登
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
時
と
し

て
、
出
時
早
く
も
…
遡
棄
さ
れ
た
愚
跡
の
地
表
か
ら
も
下
る
。

　
　
　
　
　
　
箪
二
十
二
巻
　
笙
一
號
　
　
｝
九
七
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西
・
方
ア
ジ
ア
に
於
け
ろ
考
古
學
的
活
動

⑦
　
k
ピ
℃
高
き
嘗
国
。
巨
憂
畠
⑦
目
。
一
ざ
（
O
§
ぢ
お
器
お
宥
∴
O
鴇
）
”

　
囁
男
①
≦
蕎
島
ゴ
湊
団
翫
。
一
。
聡
①
曽
匿
鍛
譲
（
お
鴇
Y
℃
・
ま
し
鴇
・

　
　
同
氏
目
㌧
霧
岡
〇
三
＝
塁
山
①
円
①
＝
o
o
け
9
ω
o
】
酔
。
邑
で
り
跨
ヨ
艶
．

　
　
（
O
毒
壱
粛
脚
お
お
U
㌣
ω
ω
）
”
…
気
山
●
区
〆
拷
お
ω
ω
．
ワ
巳
マ
目
G
D
い
・

　
一
九
三
三
年
、
ル
ー
ヴ
ル
博
物
館
の
命
で
パ
ロ
オ
は
ウ
ル
ク
と

ウ
ル
爾
地
闇
の
蕗
ラ
ル
ザ
・
セ
ン
ケ
レ
エ
の
獲
掘
を
開
始
し
た
。

セ
ン
ケ
レ
エ
は
昔
ユ
ー
フ
ラ
ト
河
眸
に
あ
っ
九
が
、
今
で
は
河
は

は
る
か
に
遠
く
な
っ
て
み
る
。
一
八
三
三
年
英
人
ロ
フ
タ
ス
が
訪

れ
九
が
、
未
だ
科
學
的
畿
掘
は
行
は
れ
な
か
っ
た
。
常
に
盗
掘
の

憂
臼
に
あ
っ
て
み
た
。
ラ
ル
ザ
は
、
ウ
ル
第
三
王
朝
末
と
ハ
ン
ム

ラ
ビ
支
配
時
代
（
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
第
一
王
朝
、
前
事
二
十
一
世
紀
か
ら

第
十
九
世
紀
）
と
の
間
の
時
代
に
，
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
に
於
て
歴
史
の

中
心
で
あ
っ
た
庭
で
、
地
下
嚢
掘
か
ら
出
た
市
場
か
ら
來
た
土
板

は
遺
跡
の
古
さ
を
示
し
て
み
る
。
第
一
回
の
獲
掘
は
『
太
陽
宮
』
の

澗
壁
を
確
め
得
た
、
こ
の
壁
は
ヌ
ー
ル
。
ア
グ
ー
ド
王
宮
の
一
部

を
引
離
し
た
も
の
で
、
二
百
以
上
の
土
板
や
破
片
が
獲
見
さ
れ

た
σ　

一
九
三
四
年
、
ウ
ル
英
米
早
掘
隊
は
、
今
日
有
名
な
こ
の
ウ
ル

　
　
　
　
　
　
第
二
十
囁
二
巻
　
箪
一
號
　
　
　
　
九
八

で
最
後
の
嚢
掘
を
行
っ
た
。
こ
の
嚢
掘
が
最
後
の
も
の
と
な
っ
た

理
由
は
、
資
金
が
乏
し
く
な
っ
た
の
と
、
隊
長
ウ
リ
イ
博
士
が
、

撒
回
の
養
掘
に
よ
る
娼
土
物
の
調
査
の
爲
に
休
息
を
と
ら
ね
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
就
中
、
繊
土
物
の
一
部
を
獲
掘
者

に
提
供
し
て
み
た
イ
ラ
ク
政
府
は
、
今
後
こ
れ
に
つ
い
て
は
非
常

に
不
自
由
な
態
度
を
と
り
始
め
た
。
か
Σ
る
事
情
で
は
、
ヨ
：
ロ

ッ
パ
探
険
隊
は
必
要
な
資
金
を
得
る
こ
と
が
出
超
な
い
。
こ
の
イ

ラ
ク
の
態
度
は
、
す
で
に
ト
ル
コ
政
府
が
探
っ
て
み
た
も
の
で
あ

る
が
、
イ
ラ
ク
で
働
く
壮
者
の
撒
を
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
、
か
く
て
フ
ラ
涛
ス
も
一
九
三
四
年
に
は
イ
ラ
ク
と
ア
ナ
ト
リ

ヤ
で
働
く
こ
と
を
中
止
し
て
し
ま
っ
た
。

　
一
九
三
四
年
の
嚢
掘
の
假
報
告
は
、
次
の
諸
結
果
を
報
じ
て
ゐ

⑥る
。
i

　
　
⑧
ρ
野
ぞ
o
O
ぎ
質
巨
お
国
蓉
p
奉
け
…
9
屡
簿
q
さ
ぢ
ω
や
お
ω
令
・

　
　
　
　
〉
＝
甑
ρ
舞
二
。
。
・
回
。
年
一
巨
●
○
。
ρ
同
8
・
窄
℃
．
ω
い
℃
い
M
。
。
・
『
o
邑
9
回
・

　
（
一
）
ア
ガ
デ
時
代
（
五
米
乃
至
七
米
の
深
さ
）
の
諸
墳
墓
の
時
期

　
　
　
に
つ
い
て
。

　
埋
葬
は
莚
、
柳
籠
、
粘
土
棺
の
中
に
行
は
れ
、
木
棺
は
無
く
、

允
ゴ
一
つ
園
天
井
の
墓
が
礎
見
さ
れ
た
。
多
く
の
墓
か
ら
白
色
の
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総
を
刻
ん
で
あ
る
聴
器
麟
の
頸
飾
が
塒
た
、
こ
れ
は
イ
ン
ダ
ス
文

明
の
同
一
懸
物
に
接
近
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
こ
の
暦
の
直
ぐ
下
に
、
ア
ガ
デ
時
代
ま
で
活
動
し
て
み
た

『
王
の
墓
地
』
の
日
部
が
あ
る
。
他
に
｝
つ
の
固
い
暦
が
二
つ
の
墓

地
を
上
下
に
仕
切
っ
て
み
る
。
ウ
リ
i
氏
は
こ
訟
で
、
動
物
璽
翻

圖
の
あ
る
員
製
の
國
筒
印
章
を
多
く
得
た
。
兵
士
の
墓
（
同
一
武

器
が
豊
富
な
の
で
）
か
ら
出
た
之
等
の
圓
筒
と
同
襟
に
、
ラ
リ
ー

は
こ
の
圓
筒
が
宮
職
を
示
す
徽
章
の
｝
種
で
は
な
い
か
と
考
へ

九
。

　
（
三
）
更
に
下
番
で
は
、
護
掘
地
轍
に
從
っ
て
憂
化
す
る
厚
い
岡

い
暦
の
下
に
、
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
文
明
の
最
後
の
段
階
暦

が
來
る
。
そ
れ
に
は
印
章
の
痕
跡
の
つ
い
た
粘
土
や
、
王
の
墓
地

の
文
字
よ
り
も
古
く
、
恐
ら
く
フ
ア
ラ
文
字
よ
り
も
な
ほ
古
い
文

字
を
持
つ
た
土
板
が
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
こ
の
文
字
は
多
彩
土

器
を
有
す
る
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
層
で
見
ら
れ
る
文
字
よ
り

も
、
’
す
っ
と
　
進
歩
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
第
三
暦
の
厚
さ
は
凡
そ

三
米
。
千
木
は
横
臥
屈
葬
、
手
は
顔
の
近
く
に
あ
．
り
、
屡
々
一
つ

の
器
を
持
っ
て
る
る
。
（
左
右
の
向
き
に
關
せ
す
死
者
が
横
醸
し

　
　
　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動

　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ
　
し

　
て
る
る
王
の
墓
地
の
時
代
に
は
こ
の
屈
葬
駄
態
は
知
ら
れ
て
み
る

が
）
。
屡
々
屍
髄
は
莚
の
中
に
紳
べ
ら
れ
、
叉
は
墓
が
莚
で
蔽
は
れ

　
て
る
る
。
こ
の
暦
の
上
部
に
は
、
石
器
（
石
灰
、
釜
石
、
閃
線
岩
、

　
雪
花
石
膏
）
の
存
在
が
支
配
的
で
、
次
に
下
が
る
と
、
粘
土
器
が

す
っ
と
多
く
な
り
、
こ
れ
に
は
、
装
飾
を
つ
け
る
爲
に
器
を
液
艦

　
勅
藥
の
中
に
浸
し
、
乾
か
な
い
う
ち
に
こ
の
馳
藥
を
拭
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ザ
　
ヅ
ド
　
ス

　
て
、
横
線
又
は
縦
線
の
圓
様
に
し
た
が
っ
て
つ
く
っ
た
『
豫
備
の

リ
ッ
プ
　
ウ
ヱ
や

不
完
全
最
』
的
な
模
様
が
つ
い
て
み
る
。
次
で
黒
色
ま
た
は
い
ぶ

し
た
灰
色
の
器
や
、
赤
鐵
鑛
等
の
赤
い
納
藥
の
つ
い
た
器
、
こ
れ

は
時
に
は
金
鳥
製
磨
器
で
磨
か
れ
て
み
る
。
最
後
に
多
彩
の
器
が

数
個
出
て
穿
る
。
そ
こ
で
、
こ
・
に
は
全
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ

　
ル
期
を
代
表
す
る
層
は
問
題
と
な
ら
な
い
が
、
ウ
ル
圓
筒
の
第
四

i
五
居
（
ウ
リ
ー
の
分
類
）
及
び
フ
ァ
ラ
の
第
二
期
と
に
先
だ
つ

『
小
煉
瓦
』
の
時
代
に
志
す
る
宋
期
が
問
題
と
な
る
。

　
報
告
の
第
二
部
は
調
査
中
に
嚢
見
さ
れ
た
遺
物
の
記
蓮
。

　
最
も
頻
繁
に
あ
る
も
の
は
、
無
装
飾
で
、
形
は
限
ら
れ
た
同
】

型
の
石
の
器
で
あ
る
（
放
に
輪
入
原
料
品
に
加
工
し
て
み
る
。
）
装

，
飾
を
施
す
揚
合
に
は
、
家
畜
が
浮
彫
さ
れ
、
頭
は
横
向
き
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
」
九
九
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西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
r
宵
學
的
活
動

（
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
以
後
の
時
代
に
於
け
る
と
同
機
の
顔
面

を
し
て
み
る
）
。
金
属
は
と
く
に
暦
の
最
深
黒
姫
部
に
あ
り
、
銅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ェ
ル
ソ
ワ
　
ル

器
（
卒
底
，
形
は
屡
々
甚
だ
大
な
る
も
の
あ
り
）
と
鋤
壁
塗
と
で
あ

る
。
武
器
や
利
器
は
全
然
な
い
。

　
紅
砺
珊
の
頭
飾
、
貝
、
碧
玉
の
紋
が
多
数
に
あ
る
、
隣
る
も
の

は
長
い
。
粘
土
器
（
石
の
器
に
比
し
て
い
く
ら
か
少
い
）
は
暦
の
上

か
ら
下
ま
で
存
す
る
が
、
次
の
意
匠
を
も
つ
て
み
る
、
す
な
は
ち
、

「
豫
備
の
不
完
全
品
」
型
、
吹
で
輪
底
で
李
な
肩
を
し
た
尖
っ
た
角

度
を
も
ち
、
短
い
頭
に
は
小
さ
い
穴
が
つ
い
て
を
り
、
表
面
に
は

赤
鐵
鑛
質
の
赤
色
が
塗
っ
て
あ
る
器
。
次
に
來
る
も
の
は
石
の
器

を
模
倣
し
た
器
で
、
そ
の
表
面
は
黒
色
叉
は
灰
色
。
最
後
に
、
艶

消
し
赤
色
ま
た
は
鳶
色
を
塗
っ
た
多
彩
の
器
が
あ
る
、
、
こ
れ
は
粘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ビ
ル
ヴ

土
の
韓
黄
色
を
し
た
長
方
形
の
豫
備
品
で
あ
る
。
こ
の
豫
備
晶
に

は
黒
い
幾
何
墨
的
の
も
の
も
あ
り
、
時
と
し
て
製
作
者
は
梅
の
赤

色
を
用
ひ
た
。

　
ウ
ル
（
と
之
に
附
帯
し
た
エ
ル
・
オ
ベ
イ
ド
）
の
嚢
掘
は
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ヤ
考
古
學
に
重
要
性
を
與
へ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ラ
ガ
シ

ュ
の
古
い
王
朝
時
代
に
先
だ
つ
全
時
期
が
十
五
年
で
あ
っ
た
と
い

　
　
　
　
　
　
、
第
二
十
二
巷
、
第
一
義
　
　
ご
○
○

ぶ
こ
と
は
疑
ひ
の
な
い
こ
と
・
な
っ
た
。

　
こ
の
傍
題
に
よ
っ
て
現
代
の
考
古
墨
者
は
、
ボ
ツ
タ
や
レ
イ
ヤ

ー
ル
の
同
時
代
人
が
模
範
を
示
し
た
と
同
じ
俗
な
復
原
を
行
っ

た
。
ウ
ル
の
登
掘
場
に
於
け
る
研
究
は
整
理
と
迅
速
な
結
果
獲
表

と
を
妨
げ
な
か
っ
た
。
二
珊
の
素
晴
し
い
大
報
告
が
現
は
れ
、
こ

　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
は
王
の
墓
地
登
掘
の
決
定
報
告
で
あ
り
，
〉
簿
【
ρ
三
婆
ω
冒
琴

づ
9
は
侮
年
そ
の
概
要
を
載
せ
て
み
る
。

　
　
⑨
O
．
い
●
ダ
δ
亀
亀
”
q
吋
厨
蓉
葉
鋒
一
。
】
炉
く
。
劉
H
目
●
罷
回
㊦
切
。
鴇
9
一

　
　
　
　
〇
Φ
巳
Φ
8
蔓
．
U
9
益
9
回
ぢ
ω
争
・

　
ワ
ル
カ
で
は
，
ハ
イ
ン
リ
ヒ
博
士
指
揮
の
下
に
ウ
ル
と
同
じ
く

大
事
業
を
始
め
た
ド
イ
ツ
獲
掘
隊
は
、
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル

鵬
で
セ
ζ
エ
シ
ヨ
・
ナ
ル
霧
島
を
行
っ
た
・
今
選
挙
筒

印
章
と
か
そ
の
痕
跡
し
か
出
な
か
っ
た
屠
に
於
て
、
彫
刻
を
元
來

の
場
所
の
ま
・
で
嚢
賀
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
時
代
の
不
明
な
彫

刻
に
塾
し
て
正
確
な
年
代
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
な
る
獲
見

物
は
一
米
ほ
ど
の
高
さ
の
灰
色
で
脚
つ
き
漏
斗
形
石
製
器
で
、
そ

の
装
飾
は
四
瞳
に
二
九
れ
て
を
り
、
第
一
魑
で
は
女
心
へ
の
獣

物
、
第
二
腱
は
供
物
を
も
つ
侍
女
群
、
第
三
匠
は
聖
な
る
家
畜
、

第
四
匿
は
植
物
的
装
飾
で
、
薦
叉
は
禾
本
科
植
物
を
思
は
せ
る
や

（？oo）



う
な
垂
直
な
董
の
あ
る
植
物
で
あ
る
。

　
　
⑩
｝
累
。
総
評
。
鴇
国
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類
魯
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。
ゲ
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国
●
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。
。
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国
登
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罵
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〒

　
　
　
　
翫
㈹
興
b
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①
謡
o
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肖
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＜
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昌
α
興
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藤
①
養
魚
g
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ぴ
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醇

　
　
　
　
曾
須
ω
9
9
毒
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器
①
障
あ
。
一
切
ぎ
q
簑
叶
§
3
『
σ
q
2
8
暮
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嵩
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σ
q
窮
胃
［
厳
σ
q
窪
お
宝
・
b
づ
Φ
「
穿
μ
．

　
こ
の
器
は
ウ
ル
ク
（
第
三
暦
…
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
文
化
の

暦
）
か
ら
現
は
れ
た
。
そ
の
正
確
な
彫
刻
は
注
臼
さ
る
べ
き
も
の

で
、
ヂ
エ
ム
デ
ツ
摯
・
ナ
ズ
ル
暦
に
先
行
し
た
第
四
居
に
於
て
す
で

に
見
ら
れ
た
三
田
痕
や
印
章
痕
の
技
術
の
す
べ
て
の
特
徴
が
再
び

二
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
第
三
暦
に
は
、
バ
グ
ダ
ー
ド
博
物
館

に
も
保
存
さ
れ
て
み
る
一
つ
の
石
碑
が
獲
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
玄

武
岩
製
で
、
二
人
の
人
物
と
ム
匹
の
獅
子
と
の
翻
ひ
の
絵
が
刻
ま

れ
て
み
る
、
一
入
は
槍
を
持
ち
曳
も
う
一
入
は
矢
を
放
っ
て
る
る
。

こ
の
石
碑
に
は
、
・
附
近
の
三
石
記
念
物
面
に
見
ら
れ
る
襟
な
多
く

の
特
徴
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
年
代
を
決
定
す
る

こ
と
が
出
謝
る
。
長
い
間
、
エ
ヂ
プ
ト
の
原
史
文
明
を
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ヤ
の
同
文
明
に
結
び
つ
け
る
獅
子
は
承
認
せ
ら
れ
て
を
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
時
期
も
豫
想
さ
れ
て
は
み
た
が
、
今
や
は
っ
き
り
と
ウ
ル
ク
と

ヂ
エ
ム
デ
ヅ
ト
・
ナ
ズ
ル
時
代
を
之
に
接
銘
す
る
時
期
と
し
て
認

　
　
　
　
　
酉
方
ア
ソ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動

め
る
こ
と
が
出
來
た
。
．
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ワ
ル
カ
の
獲
掘
方
法
は
他
の
手
本
と
な
つ
九
。
各
所
で
こ
の
流

儀
が
探
用
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
二
年
間
で
終
っ
た
テ
p
の
襲
掘
は
ド
・
ヂ
ユ
ヌ
イ
ヤ
ツ
ク
の
三

回
（
一
九
二
八
－
二
九
、
　
一
九
二
九
－
⊥
二
〇
、
　
一
九
三
〇
1
三
一
）

の
獲
掘
報
告
の
猷
版
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
八
七
七
年
以
來
、

最
初
の
ス
メ
ル
遺
跡
と
し
て
公
然
懸
然
と
登
掘
さ
れ
て
る
た
テ
ロ

は
、
減
等
の
先
行
研
究
の
償
値
を
定
め
た
。

　
　
⑫
峯
島
。
O
窪
。
色
げ
。
”
尉
。
貫
同
琴
ω
α
。
目
¢
＝
。
〆
国
℃
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碧
①
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尾
亀

　
　
　
　
㌶
㈹
9
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5
器
・
　
弓
p
・
ユ
㎝
．
お
巽
．

　
最
初
の
獲
掘
當
時
は
、
い
ま
だ
現
在
の
居
位
學
的
方
法
が
知
ら

れ
て
を
ら
す
、
登
霞
品
の
歌
態
に
封
ず
る
探
険
隊
の
配
慮
は
、
今

日
で
も
奪
敬
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
・
ヂ
ユ
ヌ
イ
ヤ
ツ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
大
功
績
は
、
縄
蹴
さ
れ
、
博
物
館
の
爲
に
主
な
る
遣
物
を
奪
ひ

去
ら
れ
た
地
中
に
於
い
て
、
他
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
証
跡
が
今
日

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
第
一
雛
　
　
二
〇
一
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酉
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
帯
止
學
的
活
動

導
入
に
示
し
九
文
明
の
論
理
的
綴
績
を
再
嚢
黒
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
の
登
掘
は
遺
跡
の
居
位
を
復
原
し
、
今
日
ま
で
テ
ロ
で
は

知
ら
れ
な
か
っ
た
時
期
を
定
め
、
從
來
妙
見
さ
れ
た
遣
物
に
賊
し

て
更
に
精
確
な
年
代
決
定
を
行
つ
九
。
オ
ベ
イ
ド
と
ウ
ル
ク
の
か

く
も
特
徴
あ
る
時
期
は
テ
ロ
に
於
て
豊
富
に
代
表
さ
れ
、
か
つ
慮

々
に
地
表
に
分
散
し
て
み
た
彩
色
土
器
を
考
へ
に
入
れ
な
か
っ
た

從
來
の
誤
謬
が
補
正
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
の
多
彩
土
器
は
他
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ

の
多
く
の
遺
跡
に
お
け
る
と
同
書
に
テ
ロ
で
は
極
く
希
で
あ
る
。

　
　
　
　
2
ア
ツ
カ
ド
の
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
「
Ω
r
ワ
ト
リ
ン
は
キ
ツ
シ
ユ
（
今
日
で
は
バ
ビ
ロ
…
一
や
近
く
の

エ
ル
・
オ
ヘ
イ
ミ
ー
ル
）
の
獲
掘
を
指
忘
し
て
み
る
、
こ
の
事
業
は

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
姫
と
シ
カ
ゴ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
が
催

し
た
。
こ
の
獲
掘
は
最
も
古
い
居
中
（
未
開
地
上
三
米
の
高
さ
）
に

水
が
浸
入
し
九
の
で
妨
げ
ら
れ
た
が
、
先
史
時
代
に
駕
す
る
顯
著

な
結
果
が
ヂ
エ
ム
デ
ヅ
ト
・
ナ
ズ
ル
（
キ
ツ
シ
ユ
に
隣
れ
る
遣
跡
）

で
得
ら
れ
た
。
『
諸
王
の
墓
』
と
ウ
ル
第
一
王
朝
の
時
期
に
先
行
し

た
時
期
に
、
美
し
い
形
式
の
痕
跡
を
も
つ
た
総
文
字
を
牟
ば
彫
つ

　
　
　
　
　
　
　
策
二
十
二
巻
　
策
一
雛
　
　
二
〇
二

た
土
板
を
特
徴
と
す
る
居
と
、
時
に
は
無
彩
土
器
、
時
に
は
多
彩

の
厚
い
装
飾
を
し
た
土
器
と
が
愚
見
さ
れ
た
。
こ
の
土
器
は
多
く

の
遣
跡
で
も
獲
見
さ
れ
、
エ
ル
・
オ
ベ
イ
ド
期
に
つ
ゴ
く
所
謂
ウ

ル
ク
期
の
奨
上
に
写
る
嚇
つ
の
時
期
を
定
め
九
。
メ
ソ
ポ
ぞ
・
や

の
歴
史
時
代
に
先
行
し
た
こ
の
文
化
の
三
時
期
の
分
類
は
近
年
に

於
け
る
考
古
學
の
最
も
著
し
き
瓢
飲
の
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
重
要

さ
は
之
等
の
時
期
と
、
エ
ラ
ム
で
認
め
ら
れ
九
時
期
と
の
問
に
設

定
さ
れ
た
気
落
を
事
實
上
野
配
し
九
、
こ
、
か
ら
し
て
、
更
に
正

確
な
比
較
年
代
學
が
可
能
と
な
っ
た
。
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ヵ
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誉
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冨
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碧
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読
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茜
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6
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9
読

　
　
　
　
お
お
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ω
ρ
H
8
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ω
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窪
餌
目
O
ω
7
ω
ρ
τ
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鴬
簿
m
三
く
・

　
一
九
三
〇
年
i
三
晒
年
に
は
じ
ま
る
シ
カ
ゴ
東
洋
研
究
所
の
イ

ラ
ク
探
瞼
除
は
、
H
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
を
指
導
者
と
し
、
之
に

デ
ル
…
か
と
C
プ
ロ
ィ
セ
；
ル
と
が
加
っ
て
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
北

東
な
る
テ
ル
・
ア
ズ
マ
ー
ル
（
昔
の
エ
シ
ユ
ヌ
ン
ナ
）
と
、
バ
グ
ダ

ー
ド
の
東
で
ヂ
ヤ
ラ
河
眸
の
ハ
ワ
ア
ジ
エ
の
爾
下
心
の
嚢
掘
を
行

　
⑪
つ
た
。
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鑑
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テ
ル
・
ア
ズ
マ
ー
ル
で
は
、
王
宮
で
あ
る
筈
の
建
物
の
蓮
績
的
な

再
建
築
の
お
か
ぴ
で
、
ウ
ル
第
三
王
朝
末
か
ら
、
こ
の
土
地
の
蓮

命
を
支
配
し
た
諸
王
朝
の
リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
。
か
拙
來
た
。
當
時

エ
ラ
ム
の
祖
先
の
一
王
朝
は
エ
シ
ユ
ヌ
ン
ナ
に
在
り
、
バ
ビ
ロ
ニ

ヤ
第
一
王
朝
が
之
に
取
っ
て
代
っ
た
。
獲
撫
中
、
ウ
ル
の
紳
と
さ

れ
た
王
ヂ
ミ
ル
・
シ
ン
に
献
げ
た
大
滝
殿
の
遺
蛙
を
蔽
っ
て
み
る

建
物
の
嚇
部
が
総
見
さ
れ
た
。
宮
の
西
部
に
當
っ
て
、
さ
し
て
重

要
な
ら
ざ
る
一
紳
殿
が
現
は
れ
た
、
瀞
殿
の
入
口
が
そ
の
中
庭
の

中
心
に
あ
る
の
に
、
宮
殿
の
入
口
は
そ
の
横
手
に
あ
る
。
ア
ガ
デ

王
朝
末
期
に
當
て
ら
る
べ
き
慶
櫨
の
中
か
ら
、
馬
韓
除
は
象
・
犀
・

鰐
（
す
べ
て
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
・
グ
ロ
の
印
章
と
全
く
同
｝
型
）
の
飾
を

つ
け
九
一
圓
筒
を
得
た
。
こ
れ
こ
そ
イ
ン
ド
の
遺
跡
の
年
代
を
決

定
す
べ
き
重
要
な
る
管
見
で
あ
っ
た
。

　
ハ
フ
ア
ヂ
エ
で
は
、
エ
シ
ユ
ヌ
ン
ナ
の
二
三
の
地
黙
に
お
け
る

と
醐
様
に
、
地
表
の
遣
蛙
が
問
題
と
な
っ
た
。
一
行
は
、
防
壁
を

持
ち
、
卵
形
を
し
て
、
一
定
の
畠
張
り
所
の
あ
る
建
物
の
跡
を
獲

即
し
た
、
こ
の
建
物
は
古
代
ス
メ
ル
時
代
ま
で
遡
る
。
そ
こ
に
は

テ
ラ
ス
が
残
っ
て
み
る
、
こ
の
テ
ラ
ス
を
園
む
萎
」
打
場
の
周
豫
は

　
　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
十
二
活
動

小
さ
い
室
や
倉
で
あ
る
。

　
こ
・
で
非
常
に
珍
ら
し
い
銅
・
製
の
小
人
物
像
が
曝
露
さ
れ
た
。

そ
れ
は
白
足
の
壼
の
上
に
立
つ
裸
の
一
寵
愛
晶
で
あ
っ
た
。
こ
の

人
物
の
頭
の
上
に
は
、
ボ
タ
ン
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
物
が
つ
い

て
み
る
。
ヅ
ル
の
『
軍
旗
』
に
描
か
れ
た
諸
場
面
中
に
彫
っ
た
一
金

属
板
が
ハ
フ
ァ
ジ
エ
か
ら
も
現
は
れ
た
。
こ
の
絡
に
よ
る
と
、
一

入
の
主
長
と
彼
の
妻
が
坐
し
、
音
樂
の
調
べ
を
樂
ん
で
み
る
。
そ

の
眞
下
に
は
、
重
い
水
甕
を
捧
ぴ
る
召
使
と
一
人
の
牧
人
と
荷
人

足
が
居
る
。
第
三
の
場
合
に
は
、
主
業
が
自
由
に
し
て
み
る
馬
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

つ
け
九
馬
車
が
あ
る
。
ウ
リ
ィ
博
士
は
ウ
ル
で
金
属
板
の
一
片
を

獲
激
し
た
、
こ
れ
は
前
者
の
複
本
で
あ
っ
て
、
馬
車
の
場
面
の
一

部
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
⑮
を
三
碧
盆
舘
同
2
毎
ρ
ピ
お
恥
。
。
H
讐
．
｝
）
r
＜
」
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
ハ
フ
ア
ヂ
エ
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
博
士
一
行
は
次
の
事
實

を
認
め
た
。
前
回
に
只
見
さ
れ
た
置
形
の
城
壁
を
も
つ
紳
殿
は
、

家
で
か
こ
ま
れ
て
る
る
。
　
一
行
は
、
古
い
時
代
の
遣
物
を
得
た
。
か
、

そ
の
中
に
は
、
陶
土
製
の
香
盃
（
二
つ
の
器
に
支
へ
ら
れ
て
る
る
）

や
、
小
輪
の
上
に
の
っ
て
み
る
全
一
組
が
あ
る
。
香
盃
を
支
へ
て

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
｝
號
　
　
二
〇
三

（203）



　
　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
墨
的
活
動

み
る
壁
は
、
二
つ
の
器
が
こ
れ
を
支
へ
て
る
る
の
だ
が
、
家
に
慨

・
た
立
方
形
を
し
て
を
り
、
多
く
の
口
が
つ
い
て
み
る
。
陶
土
製
の

小
鳥
が
屋
根
の
梁
の
端
の
あ
る
壁
の
高
さ
の
所
に
貼
り
つ
け
ら
れ

て
み
る
。
こ
の
豪
舞
の
捨
象
物
は
古
代
ス
メ
ル
時
代
の
も
の
で
、

同
じ
く
雌
つ
た
口
が
つ
い
て
み
る
銅
製
の
美
し
い
灌
莫
器
で
あ
、

る
。
之
等
の
容
器
は
古
代
の
遣
物
を
ま
ね
た
形
を
し
て
み
る
。
探

瞼
隊
は
、
同
時
代
に
は
、
動
物
や
入
物
が
盤
然
と
彫
っ
て
あ
る
凍

石
製
の
三
三
、
家
の
戸
ロ
の
三
三
を
意
味
す
る
モ
チ
フ
よ
り
或
る

一
つ
の
礎
石
の
上
に
、
同
時
代
の
凍
石
製
器
の
上
に
、
一
つ
の
見

本
を
別
に
獲
回
し
た
。
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乙
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園
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O
嗣
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ω
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O
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O
の
・

　
　
　
　
簿
O
ぢ
・

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
氏
が
新
年
の
祭
り
を
表
し
た
も
の
と
思
っ

て
み
る
石
の
板
は
三
部
に
限
ら
れ
、
そ
こ
に
は
坐
乱
せ
る
人
物
、

大
き
い
杯
盤
を
さ
Σ
ぐ
る
侍
者
、
仔
山
羊
一
匹
、
多
く
の
器
物
、

下
部
に
は
一
入
の
音
呼
付
と
歌
手
（
？
）
が
み
る
。
こ
の
板
の
ス
タ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
谷
　
第
一
號
　
　
二
〇
四

イ
ル
は
、
そ
の
右
の
内
角
が
峡
け
て
る
る
が
、
馬
車
の
糟
の
あ
る

ウ
ル
獲
見
の
古
代
板
に
關
係
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
板
は
中
央

に
四
角
な
穴
が
あ
る
。
、
さ
ら
に
小
さ
い
遣
物
の
出
來
は
優
れ
て
み

る
。
色
々
な
色
の
石
の
な
か
に
刻
ま
れ
た
臥
し
た
動
物
を
描
い
た

印
章
、
曲
り
く
ね
っ
た
蛇
の
浮
彫
が
つ
い
て
み
る
器
片
、
こ
の
蛇

の
一
雨
は
赤
と
黄
色
の
象
眼
で
飾
っ
て
あ
る
、
戯
水
産
貝
の
一
軸

の
中
に
彫
っ
た
、
全
引
力
で
走
れ
る
小
さ
い
獅
子
、
三
等
は
ル
…

ヴ
ル
や
大
英
博
物
館
に
蒐
集
さ
れ
て
る
る
も
の
と
岡
じ
も
の
で
あ

る
。　

非
常
に
興
味
あ
る
小
像
が
嚢
見
さ
れ
て
、
そ
の
或
も
の
は
月
の

瀞
に
献
け
た
文
章
を
記
し
て
み
る
。
そ
し
て
同
時
代
に
存
在
し
た

多
く
の
衣
服
の
型
を
保
っ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
の
獲
見
の
興
味
は
さ
ら
に
テ
ル
。
ア
ズ
マ
ー
ル
に
於
け
る
嚢

掘
に
よ
っ
て
高
潮
に
達
し
た
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
が

前
撒
回
の
獲
掘
で
拭
ひ
去
ら
れ
た
場
所
か
ら
、
ア
カ
デ
王
宮
と
紳

殿
を
獲
劃
し
た
。
凸
同
型
の
煉
瓦
で
斑
來
て
る
る
壁
の
中
か
ら
、

銅
製
武
器
・
利
器
、
笛
、
濾
器
、
ウ
ル
の
諸
王
の
墓
出
土
の
も
の

と
同
じ
ラ
ン
プ
、
短
劒
（
こ
の
な
か
に
は
鐵
刃
を
受
け
て
み
る
赤

（EOI）



銅
筒
が
あ
る
）
を
藏
め
た
隠
匿
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
實
は
、
凡

そ
薗
二
千
六
百
年
の
當
時
と
し
て
、
、
全
く
思
ひ
が
け
な
い
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

あ
っ
た
。
ウ
ル
の
王
墓
地
の
時
代
の
も
の
と
、
謹
明
さ
れ
た
こ
の
透

し
彫
の
劒
の
筒
は
、
リ
ユ
リ
ス
タ
ン
の
青
銅
器
中
か
ら
も
屡
々
獲

見
さ
れ
て
る
る
。
テ
ル
・
ア
ズ
マ
…
ル
の
印
章
の
中
に
、
透
き
と

ほ
つ
た
自
主
い
ガ
ラ
ス
門
同
国
が
二
つ
あ
っ
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト

は
、
之
を
グ
チ
の
時
代
、
恐
ら
く
ア
ガ
デ
の
時
代
と
定
め
た
。

　
　
⑰
錫
津
p
三
内
h
。
｝
H
養
ρ
国
乱
℃
a
三
。
ξ
目
旨
創
箕
①
臨
一
二
苺
蜜

　
　
　
　
話
℃
o
芦
簿
ρ
一
圏
一
口
㎝
宥
9
器
創
目
9
缶
。
コ
翼
。
ぞ
貌
・
お
寓
曽
翼
お
ω
十

　
　
　
　
で
．
苔
朗
圃
翠
－
等
◎
。
簿
Q
。
o
少

　
す
で
に
前
阻
に
ア
ッ
プ
紳
の
殿
堂
と
認
め
ら
れ
た
紳
殿
の
獲
掘

中
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
は
、
ア
カ
デ
時
代
と
認
め
た
鋪
道
の
下

に
、
’
ウ
ル
の
王
墓
時
代
の
青
銅
器
を
遠
見
し
、
す
ぐ
そ
の
下
に
は

神
々
が
侍
者
た
ち
の
多
く
の
像
を
牧
め
て
み
る
原
始
的
な
一
年
殿

を
褒
冷
し
た
。

・
之
等
の
小
像
は
○
・
三
〇
米
か
ら
○
・
七
五
米
ま
で
の
大
き
さ

で
、
精
巧
に
嶺
曾
て
み
る
。
う
ち
二
つ
は
植
物
の
紳
ア
ツ
ブ
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

の
バ
レ
ー
ド
ル
を
像
っ
て
み
る
。
入
物
に
は
髪
と
ひ
け
が
つ
い
て

み
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
。
か
脚
々
と
思
っ
た
人
物
は
法
外
に
大

　
　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
働

き
い
。
之
等
の
像
は
王
の
墓
地
時
代
に
先
行
し
、
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・

ナ
ズ
ル
時
代
よ
り
も
新
し
い
。
然
し
サ
ル
ゴ
ン
先
守
宋
の
も
の
よ

り
も
藝
術
的
に
遣
れ
て
み
る
。
サ
ル
ゴ
ン
先
期
中
の
最
も
古
い
彫

像
に
は
、
入
艦
を
幾
何
畢
的
な
形
で
描
く
傾
向
が
あ
り
、
眞
の
「
立

急
派
檜
叢
」
的
傾
向
が
あ
ろ
。
こ
の
方
法
は
次
い
で
（
す
で
に
テ

ル
・
ア
ズ
ル
に
て
、
然
し
と
く
に
ハ
フ
ア
ヂ
エ
に
て
）
も
っ
と
自
然

主
義
的
な
扱
ひ
に
代
は
ら
れ
る
。
桑
門
の
閣
係
や
、
逡
物
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
よ
っ
て
、
之
等
の
彫
像
を
研
究
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
は
、

こ
れ
を
前
二
千
七
百
年
頃
か
ら
二
千
七
百
五
十
年
頃
の
も
の
と
定

め
た
（
け
だ
し
蕾
サ
ル
ゴ
ン
は
二
千
五
百
五
十
年
頃
で
あ
る
か

ら
）
。
こ
の
時
期
を
跨
り
新
し
す
ぎ
る
と
滲
へ
て
、
サ
ル
ゴ
ン
を
二

千
七
百
五
十
年
頃
と
見
な
す
人
々
は
、
こ
の
彫
像
を
二
千
九
百
五

＋
年
頃
と
考
へ
て
る
る
ら
し
い
。
重
要
な
の
は
二
百
年
の
計
算
で

あ
る
、
こ
の
期
間
の
差
違
が
こ
の
彫
像
を
ア
ガ
デ
王
朝
の
も
の
と

魑
別
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
パ
ロ
オ
は
ア
ガ
ド
叉
は
ア
ガ
ド
王
朝

創
始
者
サ
ル
ゴ
ン
を
前
二
千
七
百
五
十
年
と
見
て
み
る
。

　
　
⑱
男
。
≦
お
α
げ
の
超
翫
。
δ
㈹
幽
ρ
区
〆
、
図
H
お
睾
曾
℃
。
贈
ω
∴
M
O
．

第
二
十
二
巻
　
第
…
號
　
　
二
〇
五
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西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
ろ
考
古
害
獣
研
究

　
　
　
嚢
ア
ッ
シ
リ
ヤ

　
　
　
　
⑲

　
二
．
不
ヴ
エ
で
、
大
英
博
物
饒
の
キ
ヤ
ン
ベ
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
博

士
が
ア
ツ
ス
ル
ナ
シ
ル
パ
ル
宮
（
一
九
二
七
年
－
i
二
八
年
近
信
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ド

九
三
二
年
ま
で
三
画
書
判
）
と
、
一
九
三
〇
年
に
そ
の
角
が
憶
見
さ

れ
た
イ
シ
ュ
タ
ル
継
父
の
研
究
を
行
っ
た
。
一
行
は
七
費
焼
煉
瓦

や
多
く
の
碑
名
と
彩
総
土
器
の
興
味
あ
る
標
本
を
得
た
。
メ
ソ
ポ

ミ
や
南
部
に
於
け
る
と
同
じ
く
此
世
に
お
い
て
も
、
同
段
階
で
は

な
い
と
し
て
も
少
く
と
も
文
明
の
進
歩
に
於
て
一
致
す
る
諸
段
階

が
見
出
さ
れ
得
る
こ
と
を
謹
告
し
た
。
登
見
土
野
中
に
は
切
込
装

飾
の
あ
る
土
器
破
・
片
が
別
に
一
群
を
な
し
て
み
る
。

　
　
⑲
塑
9
臼
客
・
｝
7
諺
§
弓
m
9
ポ
巨
お
犀
三
ω
げ
㌶
β
m
窪
＝
団
肖
㌣

　
　
　
　
奉
餓
9
翫
暮
螺
宮
2
0
げ
ぢ
ω
7
ω
恥
（
諺
言
ρ
冨
。
町
》
同
。
ぎ
0
9
0
讐

　
　
　
　
導
自
b
暮
穿
．
o
℃
o
】
o
巽
．
ご
く
。
壱
o
o
H
図
図
（
ぢ
ω
い
）
・
勺
．
M
H
I
H
O
。
ひ
9

　
深
さ
九
＋
限
の
非
戸
の
水
面
よ
り
少
し
上
の
庵
女
徳
か
ら
上
へ

か
け
て
、
次
の
先
史
時
代
の
五
十
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
暦
、
切

口
あ
り
結
び
つ
い
た
大
型
土
器
。
第
二
居
、
杏
子
色
叉
は
ク
リ
ー

ム
色
の
素
地
の
上
に
光
澤
あ
る
黒
叉
は
赤
色
の
幾
何
學
的
圏
様
を

柔
い
た
土
器
、
こ
れ
は
石
器
と
黒
総
石
器
を
俘
出
す
る
。
第
三

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　

電
一
一
號
　
　
　
二
〇
山
ハ

暦
、
手
擦
ね
で
磨
研
土
器
、
銅
器
、
美
し
い
ス
タ
イ
ル
の
動
物
絵

あ
る
印
章
。
第
四
居
、
、
ウ
ル
ク
に
て
出
土
し
た
も
の
と
同
じ
赤
色

納
藥
の
土
盤
、
競
韓
の
患
現
。
第
五
暦
、
明
色
地
に
黒
色
と
赤
色

に
て
描
け
る
動
物
絵
あ
る
土
器
。
ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の

暦
は
ウ
ル
の
『
諸
王
纂
』
の
時
期
に
一
致
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
静
昂
五
口
厨
の
土
斑
雑
は
全
く
モ
ス
！
ル
の
北
｛
果
に
あ
る
テ
ル
・
ビ
ラ

の
も
の
に
比
較
出
駕
る
様
だ
，
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
や
博
物
館
と
ア

メ
リ
カ
山
果
洋
研
究
銀
中
院
‡
山
催
下
に
、
ス
ペ
イ
ザ
i
。
か
｝
九
一
二
〇
島
牛

指
噂
し
た
該
嚢
掘
は
、
七
つ
の
新
暦
を
決
定
し
た
。
第
七
居
…
競

櫨
製
革
は
手
渡
ね
土
器
、
こ
れ
に
は
幾
何
學
的
模
様
が
あ
．
り
、
軍

色
の
小
鳥
の
取
回
が
つ
い
て
み
る
。
第
六
暦
一
灰
色
の
勝
っ
て

る
る
土
器
、
杯
が
多
い
。
模
様
は
粒
々
切
込
ま
れ
て
み
る
。
第
五

居
－
銅
器
、
杯
、
鍋
、
切
込
あ
る
大
き
い
壼
。
第
四
暦
一
詞

じ
模
様
の
あ
る
鉢
と
長
い
壼
、
そ
し
て
屡
々
幾
何
學
的
模
檬
が

描
か
れ
て
み
る
。
第
三
居
一
杯
、
器
の
素
地
の
上
に
際
立
つ
た

色
の
幽
寒
帯
の
上
に
慮
用
さ
れ
た
動
物
紋
と
幾
何
學
的
模
様
あ
る

水
盤
（
修
繕
さ
れ
て
る
る
）
。
第
二
暦
と
第
一
次
－
無
装
飾
の
大

型
土
器
。
ス
ペ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
之
等
の
層
は
次
の
も
の
と
一
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致
す
る
、
す
な
は
ち
、
第
七
。
六
暦
は
ヂ
エ
ム
デ
ヅ
ト
。
ナ
ズ
ル

（
三
千
二
百
年
か
ら
二
千
九
百
年
）
、
多
彩
土
器
は
テ
ル
・
ビ
ラ
に

は
無
い
が
（
こ
の
時
期
は
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
期
末
に
比
し

て
蝕
り
新
し
す
ぎ
る
様
だ
）
。
第
五
層
は
二
千
九
百
年
か
ら
二
千

七
百
年
。
第
四
居
は
ア
ナ
ト
リ
ヤ
の
土
器
に
比
し
て
、
凡
そ
千
九

百
年
頃
。
第
三
暦
は
ユ
リ
時
期
（
千
六
百
年
か
ら
千
四
百
年
）
、
第

二
暦
と
第
「
麿
は
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
千
三
百
年
置
ら
七
百
年
に
い
た

る
時
期
。
こ
の
嚢
掘
は
一
九
三
二
年
ま
で
つ
草
き
、
漆
、
の
後
は
バ

ツ
シ
が
一
九
三
三
年
に
行
っ
た
。

　
ニ
ネ
ヴ
ェ
と
テ
ル
・
ビ
ラ
に
於
け
る
土
器
嚢
見
は
興
味
が
あ
る
、

南
部
の
土
器
と
の
嚇
致
が
定
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
特
に
こ
の
一
致

は
年
代
詩
的
で
あ
り
、
標
本
と
技
術
の
一
致
を
も
た
ら
す
塵
が
少

い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
こ
の
土
器
を
他
の
も
の
に
接
近
さ
せ
る
必

要
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ペ
ル
シ
ヤ
の
北
部
（
例
へ
ば
、
テ
ペ
・
ヒ
ツ

　
　
　
　
　
　
⑳

サ
ー
ル
）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
結
果
は
こ
の
土
器
と
ユ
リ
の
土

器
を
ひ
き
は
な
す
こ
と
で
あ
る
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
博
物
館
と
ア
メ

リ
カ
東
洋
研
空
．
學
院
の
委
囑
で
チ
ー
ラ
と
ス
タ
ー
爾
氏
に
よ
っ
て

す
で
に
ケ
ル
ク
ク
近
く
の
ヌ
ジ
で
得
ら
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
土

　
　
　
　
　
平
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
研
究

器
は
ユ
リ
が
占
領
し
た
場
所
に
共
通
の
表
現
を
與
へ
て
る
る
、
（
ビ

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
に
お
け
る
こ
の
紋
の
香
櫨
は
ベ
イ
ザ
ン
の
同
じ
物
と
接
近
さ
す

べ
き
で
あ
る
）
、
そ
し
て
費
石
彫
干
支
に
よ
っ
て
明
謹
が
與
へ
ら

れ
る
。

　
　
⑳
鐸
》
●
9
。
凹
器
さ
巳
拓
男
。
幕
・
蔓
。
h
日
亀
国
夢
…
レ
身
器
門
§

　
　
　
H
o
戸
三
日
巴
（
羅
邑
銭
。
亘
旨
）
ぐ
。
｝
■
資
霞
H
●
男
9
ω
（
H
O
ω
ω
）
・
㍗

　
　
　
　
い
お
心
。
。
U
・

　
　
⑳
》
廷
冨
Φ
9
。
難
導
二
士
μ
①
○
。
§
δ
野
口
津
。
三
。
昌
｝
。
Ω
首
お
。
お
ω
Q
・

　
　
㊥
　
6
Φ
＝
膨
一
一
一
野
コ
●
目
図
H
H
H
．

　
　
⑳
≧
舞
男
9
＜
①
”
7
【
蕊
⑦
§
日
H
。
戸
≒
巨
・
図
ぐ
墳
℃
．
ε
ソ

　
コ
ル
サ
バ
ー
ド
の
獲
掘
は
、
ボ
ヅ
タ
（
一
八
四
コ
年
）
と
プ
ラ
ス

爾
三
人
が
残
っ
て
行
っ
て
み
る
が
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
で
注
意
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
か
ら
シ
カ
ゴ
東
洋
研
究
所
に
譲
ら
れ
た
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
博
士
の
受
腰
の
獲
掘
は
、
最
初
の
嚢
掘
者
が

記
録
し
た
が
そ
の
ま
・
に
し
て
お
い
た
回
雪
の
遽
物
や
、
サ
ル
ゴ

ン
三
六
二
世
の
王
座
の
腰
石
の
如
き
未
知
の
も
の
ま
で
畿
議
し

た
。
ナ
ブ
紳
殿
内
で
の
最
も
重
要
な
嚢
見
の
一
つ
は
、
ア
ッ
シ
リ

ヤ
諸
王
の
治
世
期
間
を
書
い
た
表
で
あ
．
る
、
こ
れ
は
第
三
の
千
年

か
ら
前
第
八
世
紀
に
及
ん
で
み
る
。

，
テ
ペ
。
ガ
ル
ラ
の
護
掘
は
一
九
＝
一
三
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
谷
第
一
瀧
　
　
二
〇
七
，
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西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
研
究

行
は
れ
、
テ
「
ル
。
ビ
ラ
の
結
果
を
完
全
な
も
の
に
し
た
。
テ
ペ
・

　
　
⑳

ガ
ウ
ラ
は
チ
グ
リ
ス
河
の
束
で
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
北
東
に
位
し
、

一
坐
殿
が
獲
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
二
七
年
一
回
フ
イ
ラ
デ
ル

フ
イ
ァ
大
同
博
物
館
と
ア
メ
リ
カ
バ
グ
ダ
ー
ド
考
古
門
々
院
と
の

共
同
調
査
中
に
お
け
る
、
第
九
層
に
冠
す
る
。
第
八
居
の
聖
殿
下

に
あ
る
こ
の
三
殿
は
第
＋
暦
に
あ
る
も
｝
つ
古
い
｝
つ
の
建
物
に

詰
れ
て
を
り
、
入
口
に
向
ひ
合
っ
た
｝
室
の
ま
ん
中
に
は
即
き
固

め
ら
れ
た
土
燃
が
あ
る
。
然
る
に
第
九
暦
の
三
殿
は
乾
か
し
て
蠕

回
し
た
煉
瓦
か
ら
出
來
て
を
り
、
第
十
暦
の
建
物
で
は
、
壁
な
ど

は
粘
土
（
建
設
中
に
仕
切
を
作
る
）
を
た
掌
積
重
ね
九
も
の
で
あ

る
。
第
九
・
＋
の
三
層
で
は
（
第
八
暦
と
同
じ
文
化
に
属
す
る
）
、

珍
果
ね
又
は
、
競
幡
製
の
無
紋
土
器
を
一
ケ
得
た
。
金
騰
は
少

い
、
と
く
に
燧
石
と
黒
耀
石
の
石
器
が
嵐
池
。
第
九
暦
か
ら
は
明

　
　
　
せ
り
も
ち

ら
か
に
迫
持
の
材
料
だ
つ
た
鐵
片
一
ケ
を
得
た
。
こ
の
層
で
は
、

多
く
の
煉
瓦
製
の
填
墓
が
現
は
れ
た
、
遣
骨
は
常
に
横
臥
屈
葬
で

あ
り
、
時
に
は
一
坐
に
二
罷
も
膝
と
膝
を
向
き
合
せ
て
存
し
て
み

る
。
屍
艦
は
鑓
の
上
に
伸
べ
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

の
或
墓
か
ち
は
、
野
牛
と
翻
っ
て
み
る
エ
ッ
キ
デ
ュ
を
描
い
た
小

第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
二
〇
八

筆
管
が
出
た
。
　
　
　
　
　
．

　
　
⑳
　
切
．
〉
量
幹
ρ
男
’
お
ω
轟
”
濱
9
い
轟
”
ワ
ご
●

テ
ペ
。
ガ
ウ
ラ
の
南
姦
キ
。
の
難
に
あ
る
一
ブ
ル
量
孕

は
、
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
や
大
門
博
物
館
と
ア
メ
リ
カ
バ
グ
ダ
ー
ド

考
古
學
々
院
の
共
同
調
査
は
第
三
回
（
一
九
三
四
）
紅
熱
を
行
っ

た
。
上
部
諸
暦
は
ペ
ル
シ
ヤ
時
期
、
と
く
に
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
時
期

に
鳳
剛
す
る
（
ビ
ラ
静
昂
一
期
は
前
第
九
世
紀
の
ア
ッ
シ
リ
ヤ
王
サ
ル

マ
ナ
ザ
～
ル
第
三
世
に
献
け
ら
れ
た
建
物
に
一
致
し
、
ビ
ラ
第
二

期
は
薗
第
八
世
紀
に
相
回
す
る
）
。
シ
ツ
バ
ニ
ー
バ
の
名
を
冠
す

る
多
く
の
文
献
が
ア
ッ
シ
リ
ヤ
時
代
の
蓮
跡
か
ら
現
れ
た
。

　
　
⑳
　
¢
鋭
ψ
9
ズ
．
ぢ
ω
令
甥
9
い
喬
“
｝
H
＞
．
お
累
・
喝
・
沁
。
。
ひ
●

　
　
　
　
　
×
内
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
ニ
ネ
ヴ
エ
で
は
、
前
蓮
の
第
一
屠
か
ら
第
五
層
ま
で
の
諸
居
ば

メ
ッ
ポ
タ
ミ
ヤ
で
獲
見
さ
れ
た
事
實
に
全
く
一
致
し
な
い
の
で
あ

る
。
け
だ
し
、
二
、
不
ヴ
エ
第
五
層
は
ス
！
ヅ
第
二
期
と
多
彩
テ
ペ
・

ム
ツ
シ
ア
ン
と
同
時
代
で
あ
り
、
か
つ
年
代
は
第
三
の
千
年
の
前

馬
期
に
當
る
。
そ
し
て
ニ
ネ
ヴ
エ
第
五
居
を
獄
て
彩
色
土
器
は
終

る
の
で
あ
る
。

　
ニ
ネ
グ
エ
第
四
暦
で
は
、
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
期
の
土
器

（20S）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

と
最
初
の
文
宇
が
あ
っ
た
が
、
ウ
ル
ク
第
五
期
か
ら
ウ
ル
諸
王
の

へ墓
初
期
ま
で
の
隣
代
に
當
る
。

　
彩
色
土
器
が
減
少
し
、
灰
色
土
器
や
他
の
革
色
土
器
、
金
届
と

印
章
が
現
は
れ
る
ニ
ネ
ヴ
隠
退
三
層
は
オ
ペ
イ
ド
の
諸
履
、
ウ
ル

ク
第
五
層
に
相
臆
す
る
。

　
故
に
、
こ
の
一
致
の
現
象
は
ニ
ネ
ヴ
エ
と
ア
ッ
シ
リ
ヤ
間
の
他

の
遺
跡
に
封
ず
る
糧
嚴
密
で
は
な
い
。
し
か
も
二
、
不
ヴ
エ
第
二
居

は
サ
マ
ラ
、
サ
ク
ヂ
エ
。
ヂ
ユ
ズ
イ
、
テ
ル
・
ハ
ラ
ー
フ
の
土
器

に
は
類
似
し
て
み
る
と
い
ふ
特
徴
あ
る
結
果
を
有
し
、
同
時
に
ニ

ネ
ヴ
エ
第
一
暦
は
か
の
黒
色
で
切
込
あ
る
複
合
土
器
、
赤
色
や
黒

色
の
彩
絡
土
器
、
燧
石
の
存
在
と
一
致
す
る
。
こ
の
嚢
掘
は
、
他

の
壕
に
お
い
て
も
行
は
れ
た
。
け
だ
し
、
十
五
壕
の
う
ち
二
十
米

の
幅
つ
の
壕
か
ら
最
初
の
諸
結
果
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
，
そ

の
面
積
は
深
く
な
る
程
少
く
な
っ
て
み
る
。
　
ニ
ネ
ヴ
エ
に
験
し

て
、
す
で
に
他
の
慰
跡
で
謹
明
す
み
の
南
部
と
北
部
と
の
差
異
を

掴
め
ろ
熱
い
表
面
を
と
っ
て
掘
る
二
と
は
、
非
常
に
輿
味
あ
る
こ

と
で
あ
っ
北
。

r
恐
ら
く
、
何
が
ニ
ネ
ヴ
エ
上
層
と
一
致
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
ろ
考
右
學
粕
研
劣

こ
れ
程
明
確
に
す
る
こ
と
は
あ
．
る
ま
い
。
・
け
だ
も
、
モ
ス
ー
ル
か

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
程
近
い
ア
ル
パ
シ
ヤ
の
登
掘
は
マ
ロ
ワ
ン
氏
が
指
揮
し
た
が
、

著
し
い
同
時
代
性
を
立
服
し
た
。
マ
ロ
ワ
ン
は
こ
Σ
で
、
十
ケ
の

新
し
い
居
を
獲
上
し
た
。
第
七
居
で
は
、
直
径
約
六
米
の
圓
い
建

物
、
そ
の
廊
下
に
つ
ゴ
く
壁
の
厚
ざ
は
一
米
。
礎
は
石
で
作
ら
れ

る
（
恐
ら
く
ク
リ
ー
ト
島
の
墓
に
比
較
墨
斑
る
）
。
最
初
の
新
し
い

四
二
は
ウ
ル
と
キ
ツ
シ
ユ
で
の
深
層
出
土
の
土
器
を
有
し
、
第
六

居
で
は
、
灰
燈
に
回
し
た
都
市
慶
櫨
が
あ
る
。
こ
の
下
に
サ
マ
ラ

と
テ
ル
。
ハ
ラ
ー
フ
の
土
器
に
比
較
等
角
る
土
器
が
あ
り
、
そ
の
・

古
い
も
の
は
オ
ベ
イ
ド
の
も
の
と
比
較
幽
來
る
。
黒
総
の
灰
色
土

器
や
、
黒
檜
の
杏
子
色
土
器
と
並
ん
で
、
星
と
か
薔
薇
飾
り
で
か

ざ
ら
れ
た
中
央
を
く
ま
ど
る
様
に
飾
ら
れ
た
皿
が
あ
る
。
皿
の
縁

飾
は
壁
の
煉
瓦
を
ま
ね
て
小
さ
く
重
り
合
っ
た
と
か
、
生
地
が
簿

け
れ
ば
黒
色
の
＋
宇
、
生
地
が
濃
け
れ
ば
臼
色
の
＋
宇
と
か
で
出

発
て
る
る
。
時
と
し
て
蓄
薇
飾
り
は
、
赤
色
の
如
き
フ
レ
ッ
シ
ュ

色
で
黒
地
の
上
に
浮
上
っ
て
み
る
。
敏
に
こ
の
土
器
は
非
常
に
個

人
的
工
場
を
代
表
し
て
み
る
が
、
テ
ル
・
ハ
ラ
ー
フ
の
も
の
に
比

較
し
得
べ
き
黒
装
飾
の
灰
褐
色
土
器
は
テ
ベ
。
ヂ
ヤ
ン
や
ラ
ィ
や

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
二
〇
．
九
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於
け
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古
學
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研
究

カ
シ
、
ヤ
ン
の
革
色
土
器
に
比
較
す
る
こ
と
が
出
遡
る
様
に
思
は
れ

る
、
カ
シ
ヤ
ン
で
は
こ
の
土
器
は
オ
ベ
イ
ド
型
土
器
の
下
か
ら
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
れ
る
。
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
原
始
土
器
と
イ
ラ
ン
高
原
の
そ
れ
と
の

驕
係
は
、
故
に
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
と
ス
メ
ル
・
ア
ツ
カ
ド
國
問
の
關

係
以
上
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
⑳
目
野
の
ぎ
8
鳥
H
b
昆
9
副
審
Φ
語
■
H
ひ
ω
①
讐
．
お
ω
ω
・
ワ
轟
ω
ひ
・

　
　
嚇
九
三
三
年
フ
ロ
レ
ン
ス
の
フ
ル
ラ
ニ
氏
が
指
揮
し
て
行
は
れ

た
カ
ク
ズ
（
カ
ズ
ル
・
シ
エ
マ
モ
ク
）
の
伊
太
利
人
の
糞
掘
は
、
エ
ル

ビ
ル
か
ら
二
八
粁
の
大
ザ
ブ
の
東
で
慶
堀
の
丘
を
獲
見
し
た
。
蓮

跡
認
定
の
最
初
の
仕
事
は
丘
の
各
所
に
行
は
れ
、
北
西
と
西
部
の

、
第
一
居
は
パ
ル
テ
ア
時
代
を
現
し
、
こ
の
時
代
の
無
撒
の
小
遣
物

を
提
供
し
た
。
南
部
で
は
セ
ナ
シ
エ
リ
ブ
が
た
て
た
町
の
壁
と
、

フ
ッ
シ
ツ
や
建
築
の
慶
嘘
北
転
籍
つ
た
。
嚢
編
遣
物
の
中
、
ッ
ラ

ル
チ
・
ア
ピ
ン
シ
ヤ
ラ
の
息
子
ア
ッ
シ
ユ
ル
・
ダ
ー
ン
第
二
世
の
名

（
前
第
十
世
紀
）
を
冠
し
た
陶
土
の
筒
が
あ
る
。

　
　
　
魎
　
9
ヲ
ユ
§
同
…
2
…
ω
＄
〈
一
凹
欝
簿
p
三
冒
》
㎝
m
三
ρ
（
O
p
ヨ
智
㈹
露

　
　
　
　
儀
鼠
ぢ
ω
ω
）
”
2
0
毎
巴
⑦
山
。
一
智
ω
a
。
3
卜
賦
註
霧
目
g
一
蒼
5
冥
・

　
　
　
　
の
●
回
H
．
お
い
や
℃
・
い
O
℃
賠
M
●

　
慰
物
豊
富
な
コ
ル
サ
バ
ー
ド
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
博
士
は

門
の
浮
彫
即
ち
（
ル
…
ヴ
ル
博
物
館
に
あ
る
と
同
じ
翼
あ
る
野
牛

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
一
號
ド
　
ニ
鴛
0
、

と
化
物
〉
の
乱
掘
を
績
乱
し
た
。
ナ
プ
神
殿
の
露
猷
も
行
は
れ
、
，
・

紳
殿
の
内
壁
は
マ
ツ
シ
ユ
（
彫
像
な
ど
を
置
く
壁
の
近
所
）
と
、
未

完
成
の
圓
柱
で
飾
ら
れ
、
圓
柱
的
石
膏
で
蔽
は
れ
た
生
煉
瓦
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
み

出
駕
て
る
る
。
大
き
い
石
を
よ
く
封
に
並
べ
た
｝
種
の
穫
橋
は
、

宮
殿
の
デ
ラ
ス
に
よ
っ
て
紳
殿
に
蓮
結
し
て
み
る
。

　
小
遺
物
の
う
ち
石
垣
を
思
は
せ
る
バ
ラ
ワ
ッ
ト
の
諸
点
の
打
繊

し
に
彫
っ
た
青
銅
板
片
や
、
エ
ヂ
プ
ト
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
ア

ル
ス
ラ
ン
、
タ
ッ
シ
ユ
や
サ
マ
リ
ヤ
の
も
の
に
似
て
み
る
凝
れ
た

象
牙
が
著
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
⑧
罠
蕊
貫
簿
a
り
。
＆
。
口
紐
。
二
．
皿
・
皐
回
【
ξ
・
お
ω
や

　
一
・
九
一
一
七
年
五
臼
月
、
ス
ペ
イ
ザ
…
櫨
円
十
山
は
ヂ
ユ
ル
ワ
ン
村
近
く

（
ニ
ネ
ヴ
エ
の
北
東
五
＋
糎
）
で
一
種
の
土
手
を
認
め
た
、
そ
の
石

讐
は
セ
ナ
重
り
事
象
冠
し
て
あ
る
・
シ
カ
棄
洋
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

所
の
ジ
ヤ
コ
ブ
ゼ
ン
博
士
は
｝
九
三
三
年
に
一
つ
の
記
念
物
を
認

め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
博
士
の
研
究
の
結
果
は
、
北
東
五
十
粁
の

地
鮎
に
ゴ
メ
ル
川
は
そ
の
通
路
の
隙
間
を
補
ふ
た
め
の
噛
蓮
河
と

並
ん
で
を
り
、
こ
の
蓮
河
の
通
路
（
幅
二
十
米
）
は
、
登
高
の
結
果
、

大
き
さ
三
米
の
石
の
蓋
置
で
た
」
み
備
へ
ち
れ
た
こ
と
が
判
明
し

（　，一）　IQ　）



た
。
蓮
河
の
入
口
に
は
、
建
設
者
セ
ナ
チ
エ
・
リ
ブ
が
そ
の
防
禦
紳

と
し
て
化
物
と
人
頭
野
牛
を
表
は
し
た
浮
彫
を
彫
り
、
岩
の
内
壁

上
に
は
、
供
物
の
動
物
に
跨
っ
た
一
封
の
紳
の
後
に
大
き
い
石
碑

が
あ
る
。
碑
文
は
王
を
ほ
め
た
・
へ
、
蓮
河
建
設
の
委
細
に
關
す

る
記
事
を
か
Σ
け
て
る
る
。
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9
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